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This paper aims to clarify the planning and politics of the ear1y City Beautiful Move-
ment by adducing four cities as instances: Kansas City， wherc successfuI parks and 
boulevards were achieved by the City Beautiful rnovement: Harrisburg， where the busi-
ness elite pushed forward a City Beautiful prograrn cornbining aesthetics and aesthetics 
and utilitarian elements， and developed the politics of bond issue campaign to realizc 
its program: Seattle， where John C. Olmsted designed and advised on the planning of 
a traditional park and boulevard system which has prevailed in thc early City BeautifuI 
era; and Denver， where a boss politician sensitive to civic needs produced magnificent 
City Beautiful improvements. 
1 .はじめに
前稿1)では都市美運動 (CityBeautiful Movement) と1893年シカゴ万博との関係を検討し、都
市美運動の起源とその美学・イデオロギー上の意義について論じた。本稿では都市美運動の初期
の具体例を取り挙げ、その計画実現面のための戦略的側面に重点、を置いて検討を試みている。そ
の資料としてカンサスシティー (KansasCity)、ハリスパーグ (Harrisburg)、シアトル(Sea 
tle)、及びデンバー (Denver)の4都市を用いている。ここで紹介する4都市において初期に展
開された都市美運動はいずれも、 “公園・ブルバードシステム"を共通の目的としている点で、
初期都市美運動の典型例である。一方、計画を実現に至らせるための具体的な戦略活動を理解す
る上でも重要な実例と言える。この都市美運動の戦略的側面は都市美計画が実現されるか否かを
直接決定するものであり 2)、その運動の計画面やイデオロギーと同様に重要な要素である。
ところが、これまでこの都市美運動実現のための戦略的側面に関してはほとんど言及されてい
ない。都市美運動の計画内容がしばしば誤って「バロック」計画と同一視されてきたため、都市
美運動の政策上の核心である計画を実現させるための手段・方法、計画実現に要する資金の調達
方法等については関心が払われなかった。したがって、本稿は初期都市美運動の4例を参照しつ
つ、その計画内容及びその策定プロセスとともに、計画策定後から計画実施に至るまでの戦略面
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を明らかにすることを目的としている。なお、本稿は全稿と同様、参考文献-1， 2に負うとこ
ろが大きく、いわばその抄訳、紹介の域を出るものではない。
* 環境設計工学科
2.カンサス・シティー (KansasCi ty)における公園・プルバードシステム
カンサス・シティー (KansasCity)は1850年、ミズリ-}I1(Missouri River)とカンサス川(
Kansas Ri ver)の合涜する地に創設された。交通の要衝であり、 1869年に最初の鉄道橋がミズリ
一川に建設されて以降、都市の経済と人口は著しく増大した3)。
こうした中から、カンサス・シティーの有名な公園・ブルバードシステムの完成に向けての一
連の運動が始まるが、その運動の最初の推進者は rStar J紙のオーナー・編集者であるウィリア
ム・ロックヒル・ネルソン (WilliamRockhill Nelson)であった。その運動に対するネルソンの
貢献はもっぱら紙面を通してであったが4)、その影響力は非常に大きく、彼の主唱した公園・プ
ルバードに関する議論は都市美実現のための一連の政治的闘争へと結びついた。
というのも、街路やインフラを除く公共事業の実施に関しては大きな法律上の問題があったか
らである。 1875年の都市憲章は市に公共用途のための土地を収用する権限を与えていたものの、
実際には法による承認なしには公債発行もままならず、コスト如何では用地買収も不可能な状況
であった。したがって、都市美化の推進者はまず、土地の買収とコントロールに要する権限を公
園局に与えることを盛り込んだ法改正に取り組まねばならなかった。最初の改正案が市の弁護士
ジョン・クラ一ペンス (John Cravens)によって提案された。市長と市議会、郡裁判所に公園委
員会を任命する権限を与え、その委員会には各郡内に公園予定地を設定し、各郡の投票者の2/3以
上の賛成があれば公園用地買収のために100万ドルまでの公債発行の権限を与えるというのがその
法案の骨子であった。法案は1889年1月に可決されたが、しかし、その権限も計画の実施には十
分でなかったため、都市改善協会 (MunicipalImprovement Association)は1891年その法を中止
に追いやった。
1892年、新しい公園局が組織され、その局長には都市改善協会会長のオーギユスト・ロパート
・メイヤー (AugustRobert Meyer)が就任した。この公園局の最初の最大の成果は、メイヤーと
修景建築家のジョージ・エドワード・ケスラー (GeorgeEdward Kessler)の2人による1893年の
レポートであった(図-1 )。レポートでは公園の理念についてのメイヤーの深い理解が読み取
れる。彼は次のように述べている。 rわれわれは都市全体を対象として公園計画を実施すべきで
ある。断片的な開発では大衆は公園開発を理解することができない。公園の価値、それらの最も
望ましい配置、互いの関連性は全体計画なくしては正しく評価できない。 J5) メイヤーはまた
公園・プルバードシステムの有する4つの価値を理解していた。すなわち、公園の存在が不動産
価値を上昇させ、都市の魅力を向上させ、都市間競争に打ち勝ち、そして資本家を都市に魅きつ
けるという 4つである。
メイヤーはさらに公園の社会的価値も認識していた。彼は言う。 r都市生活は自然とかけ離れ
た生活である。緑の芝生の上で、風に揺らぐ木々の下で遊ぶことができない都市の貧しい子供達
がどうして元気で勤勉な大人になれょうか。 J6) さらに続けて言う。 r幼い子供達に遊園地を、
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図-1. George Kesslerによる
Kansas Ci ty Plan (1893年)
(出典 WilliamH. Willson， The City Beautiful Movement) 
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そして彼らの親たちに大きな公園を建設すべき時がついにカンサス・シティーにもやって来たの
だ。 J7) 
レポートの内容についてみると、メイヤーとケスラーはプルバードによって連結された3つの
公園を提案している。一つは市の西側のプラッフ・パーク(断崖上の公園)である。ここはユニ
オンステーシヨンから60mの高さにある悪名高い断崖であり、目障りな看板広告と風雨にさらさ
れた掘立小屋のある荒廃地区であったが、頂上からの光景は雄大であり、積年の美化運動の目標
であった。他の公園はミズーリ一川の渓谷によって削られた急峻な北の断崖にノース・テラス・
パーク (NorthTerrace Park)と南西部のべン・ストリート渓谷の地にパン・バレイ・パーク(
Pann Valley Park)が計画され、さらに3つの近隣公園と一つのパレード用地が提案された。
メイヤーはプルバードの合理性についても認識していた。プルバードが良好な住宅地の発展の
核になると考え、 「最も良い高級住宅地はフソレバードに沿って発展するだろう」と述べている8)。
彼の提案したプルバードはミズーリを見渡すノース・テラス・パーク (NorthTerrace Park)か
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ら南西部のベン・パレイ・パーク (PennValley Park)を結び、また都市の中心部には壮大で幾
何学的なプルバード「パセオ (Paseo)Jが提案された。
このレポートが与えた影響は大きかった。各新聞は図面入りの計画の概要を掲載し、社説で取
り扱った。市長は公園局にレポートの出版を要請し、一方、商工会 (CommercialClub)は計画を
議論するために3回の会合を主催した。そこでメイヤーは改善のコストはパリやロンドン、その
他の都市の場合と較べて高くならないことを強調するとともに、ニューヨークのセントラルパー
ク周辺での公園建設後の地価の上昇を指摘し、公園の反対者に計画の妥当性を主張した。メイヤ
ーの演説終了後、商工会は公園局に対し、公園用地を買収し公園建設に着手するよう呼びかけて
いる。
計画の実施に向けての政策面での大きなステップは1895年である。この年、公園局に必要な財
政上の権限を与えることを盛り込んだ都市憲章の改正案が承認されたのである。公園局の顧問弁
護士であるデルパート・ジェームス・ハフ (DelbertJames Haff)によって提案された改正案が
それであり、その内容は一言でいうと、当面の計画の全査定額を越えない範囲で、買収すべき土
地に対する公債発行権限を公園局に与えたことである。 1895年6月の特別選挙で、この改正案は
賛成10，298票、反対し784票という圧倒的多数で可決され、計画実現に向けての下地が準備される
ことになった。
次に計画面についてみると、その最もめざましい変化はトーマス・スウォープ (JamesSwope) 
が市の西南部に位置する約534haの広大な土地を公園用地として市に寄贈したことである。 1898年
以降開発が進められ、スウォープ・パーク (SwopePark)と名付けられた。当時としてはニュー
ヨークのセントラルパークに次ぐ大きな公園であった。
こうして、カンサス・シティーにおける公園・プルバードの建設が開始されたが、当然、反対
派は存在した。公園システムの建設に要する膨大な支出が反対の最大の理由であった。反対者の
経済的地位や職業は計画支持者と較べて偏りがあったわけではない9) r S tarJ紙が著している
ように、有産階級の中でも進歩派が計画を支持し、極端な保守派が計画に反対していたのである
1 O)。いずれにせよ、公園反対派は市議会に公園建設の進展を遅らせる旨の請願を行い、一方、公
園支持派も公園の早期建設を訴えるなど、両陣営は自らの正当牲を主張した運動を展開した。
反対派は1900年までに挫折した。彼らに十分な決意や資力が欠けていたこと、あるいは支持者
側の方が市議会や裁判所を説得させる技術と経験の面で勝っていたということ等が考えられるが、
最大の理由としては、ケスラープランの効果が目に見えて大きくなりつつあったということを抜
きにしては語れない。 1909年時点の公園・プルバードシステムの発展を示したのが図-2である。
図-1と較べると公園・プルバードシステムの発展が明らかに認められる。とくに 9番ストリー
トと18番ストリートの間を南北に走る幾何学的な公園軸である「パセオ」の壮麗さと美しさ、秩
序はいやがうえにも公園・プルバードシステムに対する大衆の関心を高めたのである。
かくして、 1880年代の法的闘争、 1895年の憲章改正、保守派との闘いを経て、カンサスシティ
ーの公園・プルバードシステムは完成することになる。互いの共通目標のために手を組んだ都市
のエリート階層が、法律上、政治上の障害をぬぐい去り、都市美運動の基礎を据えることに成功
したのである。その時代はまさに rCityBeautifulJというフレーズが全国的に用いられるよう
になりつつあった時代であり、その点において都市美運動史上におけるカンサス・シティーの重
要性が認められるのである。
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図-2. Kansas City 
( 1909年)
の公園・ブルバードシステムの発展
(出典: Wi 1 i amH. Willson， The City Beautiful Hovement) 
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3.ハリスパーグ (Harri sburg)における都市美キャンベーン活動
ハリスバーグは1720年代にサスクェハンナ (Susquehanna)川の東岸とパクストン・クリーク(
Paxton Creek)の西岸の間に創設され、アメリカでは比較的古い都市に類する。 1812年、ペンシ
ルパニア州の州都になったが、その性格は鉄道町あるいは工業町というべきものであった。人口
は1850年から1920年代にかけて急増し11)、この頃、町はパクストン・クリーク (PaxtonCleek) 
を越えて東に無秩序に広がった。 19世紀後半のハリスパーグは他都市と同様不潔で汚く、たいて
いの街路は未舗装で、川岸にはゴミ、ガラクタが散乱していた。新旧両地区からの下水はパクス
トン・クリークに直接流れ込み、一方、上水は上流の諸都市の下水を含み、黒く、悪臭を放って
いるサスクェハンナ川から汲み上げられていた。
しかしながら、ハリスパーグには都市美の実現に向けての好材料もいくつかあった。長いリバ
ーフロントは公園として整備できる可能性があったし、現にうまく開発されたレクリェーション
用地として、約10haの貯水池公園 (ReservoirPark)があった。 1.6haのキャピトール・パーク(
Capitol Park)は週末の午後ともなるとピクニツクや散歩を楽しむ人々であふれ、余暇と交通手
段をもっ市民にとっては、市の北部に位置する沼沢地 (Wetzel'sSwamp)がピクチャレスクな風
景を満喫できる場所であった。
このような状況の中で、 1900年に都市のエリート層がハリスバーグの改善運動を開始した。最
初、ミラ・ドック (MiraDock)という女性の精力的な活動、演説によって推進された。ドックの
名が一躍有名になったのは、ロンドン公園協会 (LondonPublic Park Association)の修景造園
家でアメリカ特派員であったウィルキンソン女史が1899年6月にロンドンで開催される国際婦人
会議の園芸部門にドックを招いた時に始まる。ドックはヨーロッパ旅行で・都市美への関心を高め、
帰国後、実業家で保全主義者のマクフアーランド (McFarland)とボストンの修景建築家ウォーレ
ン・マンニング (WarrenH. Manning)と共にハリスパーグの改善の方向性を検討し始める一方で
12)、都市美に関する演説家としての道を歩み始めた13)。
ドックの演説は自に見える成果となって表れた。彼女の演説に刺激され、商工会議所や他の都
市グループによる様々な都市改善計画が提案された。 1902年4月、 rHarrisuburg TelegraphJ紙
は都市の諸問題に総合的に取り組むことの必要性を指摘し、公園やシティーホールの建設、街路
の舗装、下水道の暗渠化や川岸の整備、清潔な水の供給などを要求している。この rTe legraph J 
紙の提言の要点は、事実、 15年後に実現されることになるのである。
そこで次に、この成功のカギを理解するために次の3点を明らかにする。第一に誰が計画を支
持したのか、第二に計画はどのような理由で支持されたのか、第三にどのようにして計画の実現
に必要な公債発行が可決されたのか、という 3点である。
第一については、計画の支持者は都市のエリート階層であり 14)、道路の未舗装や計画の欠如は
観光事業にとって不利であるばかりか、他地域とのコミュニケーションを妨げ、都市の成長を遅
らせるというのが都市美運動に取り組みだした理由であった。彼らにとって、アーバンライフの
質を高め観光客を誘致することによって、自らの事業を成功させることが最も重要であった。そ
のためには、市民に清潔な水や公園、街路の改善の必要牲を認識させる必要があったのである。
1901年5月、ペンシルパニア製鉄会社社長のジョン・レインダース (JohnV.W.Reynders)によ
って、ハリスバーグの現状を調査し計画を策定するための常任委員会の設立ならびに専門家を選
図-3. 1903年の Harrisburgの公園・ブルバードシステム
(Warren Manningによる)
(出典 WilliamH. Willson， The City Beautiful Movement) 
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ぶための委員会が任命され、ここにハリスパーグの都市美プランの策定に向けての第一歩が踏み
出された。委員会はニューヨークのジェームス・フェーテス (JarnesH. Fuertes)を水供給、下
水、排水問題の顧問技師に、ニュージャージー州のシエレッド (M.R.Sherred)を舗装に関する
顧問技師に各々任命した。また、マンニングに公園・プルバードシステムの計画を委任している。
この 3人によって、ハリスパーグの都市プランが同年の11月に完成した(図-3)。フェーテ
スは川の水位を下水道の流口よりも高くし、さらに広々とした水面を遊泳やボート遊びに利用で
きるようにするため、サスクェハンナ川に低いダムの建設を提案するとともに、水浄化施設と新
しい貯水池を計画している。一方、マンニングはリバーフロントの整備・公園化、貯水池公園(
Reservoir Park)の拡張、市の北部に位置する沼沢地 (Wetzel'sSwarnp)に大きな風景式公園、
遊園地を建設すること、大公園を結ぶ環状のプルバードの建設などを提案している。また、シエ
レッドはあらゆる交通や勾配に適した舗装計画を提案した。
レポートが完成すると、計画を実現させるための戦略活動が始まるのであるが、通常それは最
初の建設事業に着手するための公債発行の是非をめぐって展開された。ハリスパーグでは、 1902
年2月に109万ドルの公債発行投票を行う承認が市議会から得られ後、都市のエリート階層や資金
寄付者達はハリスパーグ都市改善連盟(以下 rHLMIJと称す)を設立し、公債発行キャンペ
ーンを精力的に開始した。彼らが改善プランを宣伝するために用いた方法は、いわゆる“都市美
戦略のパッケージ"15)とも言うべき、都市美実現のための常套手段であった。
改善プランに賛成派の新聞はHLMIの発刊物や他都市での美化改善の実例、地区の有力者か
らの改善の重要性についての投書などを紙上に掲載する一方で、キャンペーンのための会合や大
集会を後援した。一方、 HLMIのメンバーは下水を帯びたサスクェハンナ川からの飲水と腸チ
フスの発生率の関連性を調査し、その事実を担造することによって、改善計画の必要性を唱えた。
婦人たちもキャンペーン活動に大きく貢献した。上・中流階級の婦人層で構成されるシビック・
クラブ (CivicClub)が都市の至る所にゴミ置場を設置し、ニューヨークの先例に倣って道路清
掃夫を雇った。キャンペーンの最終段階に入るとシピック・クラプは、市営のゴミ収集サービス
を開始し川岸の不衛生な状況を引き起こしているゴミの投げ捨てを厳重に取り締まるよう市議会
に要請した。この問、ドックは教会での近隣集会や高校での演説を度重ね、ハリスパーグの潜在
的な美しさと、美と清潔、健康、都市の繁栄との間の関係を強調した。
このような約半月間の精力的なキャンペーン活動を経て、いよいよ 2月18日、公債発行の是非
を問う投票が行われた。結果は賛成が7，319票、反対が3729票、おおよそ 2 1の比率で可決され
た。表-1は各選挙区別に平均住宅価格、高価格住宅の数と選挙結果の関係を示したものである
t 6¥第10区を除く全ての選挙区で公債発行は通過している。市の平均住宅価格は1827.64ドル、
公債発行の平均支持率は66.2%である。経済的地位の高い選挙区で支持率が高く、逆に経済的地
位の低い選挙区では支持率が低いという単純な仮定は必ずしも当てはまっていない。事実、平均
住宅価格の最も低い第 1区では、公債発行の支持率は54%を下回り、市平均より住宅価格の低い
第6、7区でも支持率は市平均を下回っている。一方、平均住宅価格、高価格住宅の比率とも最
も高い第4区では、支持率は82%を越える結果となっているが、他の 5つの選挙区では上記のパ
ターンに反している。第2、8、9区では、平均住宅価格が市平均よりも低いにもかかわらず、
支持率は各々、 76.9%、83.4%、78.8%と高い数字を示している。逆に、第 5区は住宅価格が市
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表-1 .各選挙区住民の経済的地位と公債選挙結果の比較
High-Value Houses 
(Valuation $5似狗+)
恥1ean % of 
Number House Citywide 
of % of Value Total 
Vote Favorable 
Ward Houses Vote ($) Number For Against Vote (%) 
747 7.8 930.50 ¥.0 615 527 53.9 
845 8.8 1.754.36 28 5.7 714 214 76.9 
513 92 848 
4 858 8.9 3.722.74 186 37.8 761 161 82.5 
5 959 10.0 2，240.56 78 15.9 571 338 62.8 
6 2，570 26.7 1，653.20 74 15.0 1，102 1.094 50.2 
1，327 13.8 1.339・43 16 3.3 721 624 53.6 
846 8.8 1，363.16 ¥.6 940 187 83.4 
1，165 12.1 1，717.82 42 8.5 1，196 321 78.8 
10 294 3.1 3，270.51 55 1¥.2 216 220 49.5 
(出典: William H. Willson， The City Beautiful Movement) 
平均よりも高いが、支持率は市平均よりも低い。また、市で2番目に平均住宅価格の高い第10区
では、公債発行は唯一可決されなかった。
この結果はキャンベーンの推進者であり、共和党派であるドックやマクフアーランドらの言動
によって部分的には説明しうる。彼らはコミュニティー全体に対する利益を第一に考え、個人的
な利益は改善を通して自然に増大すると強調したのである。選挙結果は約2/3の投票者が彼らの言
葉を信じたことを物語っている。
いずれにせよ、公債の発行はハリスパーグに広範な改善をもたらした。公園の面積でみると、
1902年の18.4haから1915年には383.2haに増大し、一人当りの公園面積も3.2rrf/人から52.6rrf/
人へと飛躍的に増加した。 56haのワイルドウッド・パーク (Wildwood Park)、昔からある沼沢地
(Wetzel 's Swamp)がレクリエーション用地として開発され、パクストン・クリークの両岸が都
会風の公園として整備された。サスクェンハンナ川の沿岸がリバー・フロント・パーク (River
Front Park)として開発され、約4.8kmに及ぶ遊歩道が完成した。キャピトール・パークは州の援
助によって拡張、整備された。レクリエーシヨンの機会もかつては貯水池公園 (ReservoirPark) 
でのバンドのコンサートや子供の遊具しかなかったものが、新たに1の近隣公園が建設された。
サスクェハンナ川の中島にあるアイランド・パーク(1 sland Park)は遊泳設備、アスレチック施
設、観覧席などを備えていた。また、貯水池公園 (ResservoirPark)の東部への拡張計画の際に、
9ホールのゴルフコースが設けられた。こうして、ハリスパーグでは初期都市美運動の共通目標
である公園・プルバードシステムの建設が大きな成果を収め、 1912年の 1年間だけで、実に159万
9千人が公園を訪れた。
都市美運動の効用性の側面も実現されている。 1902年には約7.2kmの街路が舗装され、 1915年ま
でにその総距離は118.4kmに達した。水の浄化システムや下水道、洪水のコントロール技術の進歩
は市の衛生状態を飛躍的に向上させた。
1906年から1914年の聞に、ハリスバーグではさらに総額134万ドルに及ぶ 3つの公債発行が通過
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した。マクフアーランドはこの一連の公債発行の成功をエリート階層がイニシアチプを握る市民
委員会の健全なる活動の賜と位置づけている。こうして、ハリスパーグにおいて、最初に『都市
美運動』という言葉を用いて展開された一連の都市美活動は、都市美運動の実現戦略を説明する
教科書的役割として、さらに総合的な都市美のビジョンが実現された数少ない都市のーっとして
意義深いものである。
4.ジョン・オルムステッド (JohnOlmsted)のシアトル・プラン
シアトル (Seatle)は1852年、エリオット湾 (E1 iott Bay)に面して創設された西海岸北部の
都市である。入り組んだ海岸線、丘陵、湖といった地形にも恵まれ、初期の頃は自然の美しさを
維持しつつゆるやかに発展した。ところが、 1890年代終わりにアラスカやユーコンとの船荷の集
積港となってからは、都市はめざましい発展を遂げ、人口も著しく増大した 17)。
この結果、 1900年代の最初の10年間に、市は南北郊外やワシントン湖 (LakeWashington)の周
囲にスプロールし、美しい自然環境は破壊されてしまった。このような状況の中から1903年、修
景建築家ジョン・オルムステッドによるシアトルの公園・プルバード計画が誕生する。
1903年4月、オルムステッドと助手のペーシー・ジョーンズ (PercyR. Jones)はシアトルに
到着後、わずか2ヵ月でレポートを完成させた(図-4)。オルムステッドの計画には予めいく
つかの制約があったが19)、彼は最終的に総合的な公園とプルバードの体系を作り上げた。計画で
は、ワシントン湖 (LakeWashington)の西岸に沿って北のワシントン・パーク (WashingtonPa 
rk)と南のシティー・パーク (CityPark)を結ぶレーク・ワシントン・プルバード (LakeWash 
ington Boulevard)が提案され、さらに拡張されたワシントン・パークから北にブルバードがレ
ベンナ・パーク (RevennaPark)まで延びていた。そこから、ブルバードは北西に方向を変え、
グリーン・レーク (GreenLake)へと通じる。ここでは湖の南西部のウッドランドパーク (Wood
land Park)が拡張され、プルバードが湖の周囲をとり巻いている。こんどはプルバードは南に延
び、サーモン・ベイ (SalmonBay)を横切り、壮大なクイーン・アン・ヒル (QueenAnne Hill) 
に達する。ここでは、丘の南側を除く周囲をプルバードがループ状にとり巻いている。また市の
南部では、シティー・パークから南に乗馬道やパークウェイからなる体系が計画された。こうし
て完成された公園とプルバードの体系は、総距離にして約38.4kmにも及んだ。
しかし、この壮大なビジョンを完成するには、ループを創句出すために都心部の地価の高い土
地を収用する必要があり、計画は縮小されることとなった。レーク・ワシントン・プルバードの
南半分とワシントン・パークの拡張、ワシントン・パークからレベンナ・パークまでとグリーン
.レーク周囲のプルバード計画、ウッドランド・パークからクイーン・アン・ヒルまでのプルバ
ード計画等が断念された。
こうして一応レポートは完成したものの、当時の公園委員会の弱い権限では計画の実現は困難
であった。シアトル都市憲章では、公園委員会には公園やプルバード等の維持、拡張についての
アドバイス的権限しか与えられておらず、公園の建設、改善はすべて公共事業庁の管轄下にあっ
た。それゆえ、公園委員会は自らが公園用地と資金を統制する権限を盛り込んだ憲章の改正案を
提案し、市民にその是非を問うた。その結果、改正案はすべての階層で支持され2日)、その後、公
園建設に必要な公債発行も1908年に100万ドル、 1910年には200万ドルが認められた。
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このような風景式公園とプルバードからなるシステム以外にも、スラム地域や学校の近くに近
隣公園を建設する必要性が唱えられた。これはシアトル・プレイグラウンド協会 (SeatleP layg 
round Association)の活動に負うところが大きく、公園委員会は1906年から1910年にかけて、オ
ルムステッドを再び招聴して近隣公園を含めた公園システムのレポートを1906年、 1908年、 1910
年の3度にわたって作成させている。オルムステッドは近隣公園の必要性について否定的であり、
「シアトルは近隣公園を必要とするほど過密ではないJ21 )と考えていたため、 1908年レポートは
オルムステッドの自然構成主義に対する偏愛と委員会の積極的な近隣公園に対する関心との間の
相違を如実に反映する結果となった。しかし、次の1910年のレポートでは、 15の近隣公園とレク
リエーション用地を含む勧告案が作成され、このうち11が実現に移された。
公園・プルバードシステムは他の美化活動に対する関心の高まりとともに発展した。アメリカ
建築家協会 (AIA)のワシントン州憲章は都市芸術と都市計画の推進を誕い、 rpost-Intelligen 
cer J紙は1905年、 “Cleaner Seattle"キャンペーンを展開した。もっとも精力的に行われた美
化努力は看板、広告類の撤廃運動であり、すでに1904年、公共事業庁のレイナルド・トムソン(
Reginald H. Thomson)が不法看板の撤廃に乗り出していた。
このように都市美に対する関心が高まるにつれ、公園・プルバード、近隣公園のシステムはお
おいに賞賛され、それらは「オルムステツド・システム」として有名になった。しかしながら、
シアトルでのオルムステッドの活動は決して順風満帆と呼べるものでなかった。オルムステッド
は公園・プルバードシステムの全体像を描き出したが、デザインや建設活動に携わることはでき
ず、また公的資金の不足などによってデザインは貧弱であった。問題はそれだけでなく、週刊「
Argus J誌は「地価が上昇する前に公園用地を取得しておく」というオルムステッド流の考えに賛
同せず次のように主張している。「都市はより多くの舗装された街路、下水道、水道管、歩道、
シティホール、学校を必要としている。公園のために買収された用地は税収を生み出すことはな
く、それどころか金と利子の支出が必要になるのだ。一般に地価が固定資産以上に騰貴するとい
うことは起こらない。それゆえ、公園用地の取得は後廻しにすべきである。 J22) 公園委員会は
中立の立場をとり、一方、市民グループは公園用地取得のための宣伝活動と請願を活発に展開し
たが、結果は失敗に終わった。
公園用地の取得をめぐる最大のヤマは市北部のレベンナ・パークであった。シアトル南部に位
置する第2区の選出議員オイゲン・ウェイ (EugeneWay)は、市北部に偏った公園開発をヤリ玉
に挙げ、市南部のベイレイ半島 (BaileiPnninsula)を公園開発することを提案した。しかしそ
れが受け入れられないとみるや、ベイレイ半島が公園システムに組み込まれるまでの問、都市の
全ての公園用地取得を禁じてしまった。結局、委員会がレべンナ・パークとウエスト・シアトル
(West Seattle)のアルキ・ポイント (AlkiPoint)、そしてべイレイ半島を公園用地として取
得することで両者は妥協した。
この問、市の公園システムは発展し、 1909年までに19の公園が含まれた。全公園面積は約274h
aにも及び、最大のウッドランド・パークは約72haの面積を有した。しかし、残りの大半は小公園
であった。この点に関して、オルムステッドは「シアトルの並はずれた自然風景の美しさが大き
な風景式公園を必要としなくなった」と述べている23¥公園委員会はアラスカ・ユーコン太平洋
博覧会 (Alasuka-YukonPacific Exposition)を訪れる人々のために、総距離20kmに及ぶプルパ
231 
ードを整備し、ベイレイ半島の北約0.8kmの地点からワシントン大学の南半の博覧会場まで、ワシ
ントン湖に沿って壮大なブルバードが完成した。 10カ所の近隣公園も新たに建設された。他の都
市改善に対する関心も高まり、博覧会場を公園として保存しようという動きも見られた。こうし
て、建築家や専門家による都市の総合計画も始まり、シアトルは伝統的な都市美デザイン、近隣
公園、自然風景の保全等を結び合わせた美化計画とレクリエーション・システムを完成させるの
である。
5 .デンバー (Denver)における都市美運動と指導者
デンバーはロッキ一山脈の東の山麓の小丘の縁に位置する。 1858年、近郊へのゴールドラッシ
ユを契機として創設されたが、その成長は商業や交通、及び地域的金融サービスの発展によるも
のである。人口の成長パターンはシアトルに似て、最初はゆるやかに、その後の数十年間に飛躍
的に増大した24)。これに伴って、 1902年、周辺地域の買収合併により市域が拡大されるとともに、
公園面積も増大した。 1903年までに、 12の公園が存在していたが、公園システムは未だ存在して
いなかった。
デンバーにおける都市美運動の展開に重要な役割を果たした人物は、活動的な市長ロパート・
スペアー (RobertW. Speer、)であり、 1904年の市長就任以前から1918年に他界するまでの間に、
デンバーの都市美改善に貢献した。しかし、スペアーの活動には下地がすでに用意されていた。
何人かの有力な市民たちがすでに19世紀末から公園システムの拡張や他の都市美改善を推進して
いたのである。 1894年、デンバーの市街電車「デンバー・トラムウェイ (DenverTramway) Jの
社長であるジョーン・エバンス (JohnEvans)が総合的な公園・ブルバードシステムのための用
地を買収することを提案している。この提案はいくつかの理由で失敗に終わったが25)、これを契
機として、 「都市改善」、 「都市デザイン」というスローガンの下に様々な運動が展開されるこ
とになった。とりわけ婦人による活動が主流を占め、デンバー市民連盟 (CivicFederation of 
Denver)やデンバー婦人クラブ (Women'sClub of Denver)が創設された。最も活動的であった
のは都市改善協会 (CivicImprovement Society、以下 rC 1 S Jと称す)であった。これはデン
バー婦人クラブから発展した組織であり、メンバーは男性にも開放されたが、上中流階級の婦人
層が指導的役割を担っていた。活動は最初、街角のゴミ入れの設置や雑草の除去、植芝等の街路
美化に向けられたが、後には街路樹や看板、広告等のより一般的な美化改善に取り組んだ。 CI
Sの活動は傘下組織の公共芸術協会 (MunicipalArt League) 26)を通して、建築物の高さ制限な
ど都市デザインにも向けられた。
これらのすべての活動はデンバ一指導層の都市美に対する高い認識を反映するものであった。
1903年、不動産取引所 (RealEstate Exchange)とCISが中心となって、街路美化に割り当て
られる費用の増額を市当局に要望している。当時観光客が増加しつつあったが、彼らがデンバー
の不潔さに不快感を覚え、 “デンバーは不潔で醜い"といううわさを国じゅうに広めることのな
いようにとの配慮からであった。 1901年にはジェームス・スマイレー (JamesSmiley)が rHist 
ory of Denver Jを著し、デンバーにおける初期の美化活動を取り挙げ評価するとともに、新たな
活動の方向性を指摘している。そしてこれらの美化活動はスピアーの強力なリーダーシツプの下
で実現されることになるのである。
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1904年1月、市長就任2わから約半年後、アーチストクラプ (Artist'sClub)主催の会議で行
た演説は次のような調子で始まっている。 r自然はデンバーに対する本分を尽くし終えた。自然、
は我々に清らかな空気、光輝く陽光、どこまでも見渡せる大空を与えてくれた。 200マイルにも及
ぶロッキーの山並の眺めは雄大である。我々はそれらの贈物を全く正しく認識していない。事実、
それらについて考えることすらめったにないのである。 J28) 続いて彼は現実の諸改善の方策を
取り上げ、まず最初に、街路改善の必要性、空地の雑草に対するコントロール、ほこりっぽい街
路の問題、装飾的な街路燈の必要牲について、次に業務地区の電線を地下に埋設することや看板、
広告等のサインの問題について論じている。一方、スペアーの環境主義を表す運動としては、彼
の樹木に対する深い愛情が挙げられる。公園維持費の中から 5千ドルを費やして若木を購入し、
希望するデンパー市民一人につき 3本を植樹させている。こうして1906年から1912年の聞に、約
10万本の若木が植えられ、そのうち 7万5千本が成熟した。
スペアーの活動が環境保全主義や実際的な都市の理想主義にとどまらず、デンバーの都市美の
ために数人の著名な計画家を招き入れた点はより評価されるべきである。最初に招かれた計画家
はチャールズ・ロビンソン (CharlesM. Robinson)であり、彼の1906年のレポートでは公園や自
然の景勝地を結びつけるプルバードシステムの計画がなされている29)。さらに、ロビンソンは都
市公園の改善や近隣公園の拡張、広告や看板のコントロール、植樹等について論じ、喫煙にも制
限を加えている。一方、スペアー自身は1907年の商業団体に対する演説の中で、プルバードシス
テムの完成、眺望の保全(とくにロッキーの山並に対するそれ)等の問題に触れて、いくつかの
可能な美化対象を列挙している。その中にはコングレス・パーク (CongressPark)にある展望用
の建物が含まれており、それについてスペアーは次のように説明している。 rここからの200マイ
ルに及ぶ山並みの光景は他に匹敵するものがないほど雄大であり、全ての人々をしてより偉大で
高貴なる都市活動に駆り立てるのである。 J3O) デンバーの大富豪であるウォルター・チースマ
ン (WalterCheesman)はスペアーの演説に感銘を受けへ展望用建物のために当時としては破格の
10万ドルを寄付した31)。スペアーはコングレス・パークをチースマン・パークと改名し、次のよ
うに熱狂的に述べている。 rやがて、デンバー市民はロッキーの雄大な山並を展望することので
きる優美な“ルネッサンス様式のパンテオン"を獲得するのだ。 J32) 
次に雇われたのは修景建築家のジョージ・ケスラー (GeorgeE. Kessler)であり、 1908年に総
合的な公園・ブルバードシステムを計画している。
1911年、スペアーはボストン商工会議所の後援によってヨーロッパの諸都市を遊覧している。
彼はドイツ諸都市の規制と事業化に対する強力な権限に深い感銘を受け、次のように述べている。
「もしデンバーがドイツの都市であれば、今すぐにでも新しく改修されたユニオンステーション
を持つことができょう。都市は広大なマウンテン・パーク (mountainpark)を獲得し、都市と公
園は結びつけられ、木陰のある車道と電気鉄道が敷かれるであろう。プラット・リバー (Platte
Ri ver)には堤防が築かれ、その両側に沿って車道が建設されるであろう。 J33) 
帰国後、スペアーはヨーロッパで得た考えを実現するために、フレデリック・オルムステツド
.ジュニア (FrederickL. Olmsted， Jr.)を雇っている。オルムステッドのプランは各々が約4
80haを有する 5つの一連の自然公園、優雅な88kmにも及ぶ環状道路、森林やEや渓谷の自然の
ままの保全等を提案している。この計画は都市周辺の自然風景を大胆に活用した壮大なものであ
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り、その背景には rtourismJ、 r boosterism J、 rurban competitionJという目的があった。
つまり、自然美を活用した計画によって、デンバーへの観光客を誘致し、都市間競争に打ち勝つ
ことであり、それはまさに都市美運動のイデオロギーそのものであった。 1912年に計画の実施に
必要な都市憲章の改正がなされ、翌日年計画がスタートした。
こうして、スペア一政権の 2期目が終る1912年までに、公園とプルバードシステムは着手され、
公園面積も1913年末には約500haに達した。動物園をはじめ自然歴史博物館や湖、噴水、レクリヱ
ーション施設を兼ね備えたシティー・パーク (CityPark)は都市の多目的公園として開発されつ
つあった。ブルバードとパークウェイは大部分の公園を連結し、その枝は多くの居住地域にまで
延び広がった。発展中のシビックセンターとマウンテン・パーク、公園での夏のバンドコンサー
トや都市の音楽堂でのよりフォーマルなコンサート、改修されたユニオン駅、そして芸術委員会
の活動は「アメニティ都市」としてのデンバーの評判にさらに輝きを加えた。このようなデンバ
ーにおける偉大な業績について、マクフアーランドは1911年に、 「デンバーは500万都市であるか
のような事業を進展させている」と述べている34)。しかし当然、一連の改善は非常に高くついた。
人口10万人から30万人規模のアメリカ都市を調べてみると、市民一人当りの支出額の比率、自治
体の全歳出額、地方税のどれをとってみてもデンバーは極端に高く、負債額も1910年には多額に
よっていた。
このように、スペア一政権下で実施された都市美運動はデンバーの評判を高め、デンバー市民
に多くの美とアメニティーをもたらした反面、多額の支出を強いることになった。しかし最も重
要な点として、スペアーの美化、レクリエーシヨン、及び効用性を兼ね備えた一連の計画は、住
宅都市あるいは観光都市としてのデンバーの魅力をこの上なく高め、その後何年にもわたって、
市民は改善に要した額の何倍もの額を取り戻すことになったのである。
6 .結語
初期都市美運動においては、都市美への関心の高まりを反映した様々な美化活動が展開された
が、中でもとりわけ全国的に展開された運動が本稿で紹介した“公園・ブルバードシステム"で
あった。都市内の風景式公園をプルバードで連結した総合計画であり、 1850年代以降のアメリカ
公園運動の伝統の上に立脚していた。これらの計画はたいていの場合、都市の新興有産階級によ
って支持された。公園・プルバードの整備を通しての都市美が観光客の誘致に一役買い、都市の
発展をもたらし、ひいてはそれが自らの事業を成功に導くと考えたのである。その計画実現のた
めには公債発行を一般市民に認識させる必要があったが、そのために展開された戦略が計画の成
否を直接決定した。戦略は通常、都市美先進都市の実例や自らの計画についての新聞報道やパン
フレツトの配布、演説などを通して行われ、一方では、都市美の必要性、計画の妥当牲を訴え、
他方では、財政支出の肥大化を恐れる反対派の保守性を非難した。
しかし、計画には労働者階級や貧しい人々の支持を得るために近隣公園の計画等の社会的計画
も含まれてはいたが、通常、中産階級による中産階級のための表面的な美化計画という傾向が強
かった。したがって、運動は短命であり、労働者階級を中心とした反対にあいしばしば挫折した。
本稿で採り挙げた4例は数少ない成功例である。
このような欠点はあったものの、都市美のために注がれたエネルギーとそれがもたらしたシビ
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ツク・プライドの高揚は賞賛に値する。それらは現在の都市景観やまちづくりのあり方に対し多
くの示唆を与えていると言えよう。さらに、都市美運動が総合的都市計画の必要性に対する認識
を高め、その当時、出現しつつあった専門家の育成に一役買ったことを最後に付け加えておく必
要があろう。
註
1 ) 参考文献-3
2) 19世紀以降、市民階級の台頭によって都市建設は公共事業として実施された。市民が計画の
必要性を認識し、選挙等によってその実施に必要な公債発行等を承認することになる。国王が絶
対的な権力を握っていた18世紀のバロック都市建設とは大きく異なる。
3) 南北戦争が終った頃の人口は約3，000人であったが、 1870年には32，628人に、その後1880年ま
でに55，000人に達した。この頃、市はその古い境界線を越えて広がり、人口も1890年には119，66
8人になり、その後の不況によって成長は鈍りはしたものの、 1900年には163，752人に達していた。
4) 紙面には他都市の公園・プルバードの記事や図面が掲載され、カンサス・シティーへの旅行
者や地区の公園支持者のインタビューも数年間、 r Star J紙面上を飾った。 rStar J紙はヨーロ
ッパ都市の事例よりもむしろアメリカ都市の公園やプルバード建設に大きな関心を示し、ニュー
ヨークのセントラルパークやスラム地域に隣接した小公園や近隣公園に多大な賛辞を与えている。
5) 参考文献-1，p.109 
6) 向上 p.109 
7) 向上 p.109 
8) 向上 p.110 
9) 最大の反対組織である納税者連盟 (Taxpayer'sLeague)の会長はある都市銀行の頭取を兼任
していた。組織の残りの16人の指導者のうちその職業は、弁護士が6人、不動産所有者が4人、保
険代理人がl人であり、その他大会社の社長や建設業者、医学校の校長なども含まれていた。
10) 参考文献-2，p.121 
11) ハリスパーグにおける人口成長は1850年代までは緩やかであった。 1800年の人口が1，472人
で、 50年後の1850年の人口もわずか7，834人にすぎなかった。しかし、 1850年以降急増し、 1860年
に13，405人、 1890年には約4万人に達した。その後1920年には75.917人に達したが、その後は人
口の急増はストップした。
12) ドックはヨーロッパ旅行の成果を rASummer'S World AbroadJとして出版し、その中でヨ
ーロッパ諸都市の美しい公園や川岸、ハリスバーグの自然美とハリスパーグのガラクタだらけの
川岸、不潔な水、不衛生な都市環境と対比している。
13) 例えば、 1900年12月だけで、ドックは商業会議所のエリート階層を前にして20回以上の演説
を行った。彼女の演説の骨子は以下の 3点からなる。第ーは、都市の労働者階級とその子供は他
の誰にもまして美しい場所やレクリヱーション地を必要としていること。第二は、市は貧しい人
々のために遊び場や公園、公共浴場を建設すべきであるということ。第三は、公園やレクリエー
ション地、清潔な街路や住居は都市の事業の成功に結びつくということである。
14) 21人のエリート階層のうち職業が明らかな17人の内訳は、実業家が10人、弁護士2人、銀行
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家2人、出版業者l人、事業投資家l人、講演家(ドック自身)1人となっている。
15) 計画家によるレポートが完成すると、計画の実現に向けての宣伝活動が始まることになるが、
大衆の支持を得るためのキャンペーンは、通常、建設活動を始めるための公債発行投票の是非を
めぐって展開された。キャンペーンは至る都市で同じ様な方法を用いて行われた。新聞での宣伝
が最も重要な手段であり、キャンペーン組織の情報や欧米の都市美先進都市の実例、計画支持者
へのインタビュー、計画反対者の非難や剛笑等を掲載したりした。また、パンフレットの配布や
戸別訪問による投票依頼のほか、近隣地区の集会や都市集会では、聴衆の感情をクライマックス
に導く演説者が起用された。視覚的効果に訴える、幻燈スライドによる都市の現状と計画案の対
比、掲示板や路面電車への宣伝文の掲載なども用いられた。
16) 全住宅数9，611戸のうち、高価格住宅は492戸である。第3区の平均住宅価格が不明の理由は、
この地区が小売商業地区に該当し、税額査定者が住宅と庖舗を明確に区別していないためである。
17) 人口は、 1880年には4，000人に満たなかったが、 90年には42，837人、実に1112.5%の増加率
を示した。 1900年に80，671人、今世紀最初の10年間の不動産ブームで1910年には237，194人に膨れ
上がった。
18) オルムステッドの計画以前に200haの公園面積があった。北部に約80haで、市最大の Woodlan
dが GreenLakeに隣接されて建設された他、ワシントン湖の UnionBayの南に WashingtonP 
ark 、LakeUnionと商業地区の眺望がきく VolunteerPark、都心の真北に PennyPark、Queen
Ann Hi 1 の南斜面に KinnearParkが建設されていた。
19) オルムステッドはシアトルの壮観な自然風景が建設工事の困難を伴うなどの理由で、逆にマ
イナスに作用する恐れのあることを指摘している。そのほか、伝統的な公園・プルバードシステ
ムの中に活動的な近隣公園やレクリェーション用地を求める民意を反映して、シアトルプランで
はオルムステッドが偏愛する自然構成主義が幾分弱められている。
20) 労働者階級を中心に公園やプルバードの建設に批判的な意見もあったが、公園委員会が労働
者階級の要望を受け入れて公圏内や学校に隣接して近隣公園の建設を約束したこと、及び市街電
車網の拡張によるアクセスの向上等によって解決された。これにより、シアトルではすべての階
層が公園とプルバードの建設を承認したことになった。
21) 参考文献ー1， p.161 
22) 向上 ， p.166 
23) 向上 ， p.167 
24) 1870年の人口は4，579人であり、その前の10年間にはほとんど増加していない。 70年代に西
部の都市化現象が生じ、 648.7%という増加率を示し、 35，629人に達した。 1890年前に10万人に達
し、 90年代の間に133，859人にまで増えた。 1910年には213，381人、 1920年には256，491人に達した。
25) 理由の一つは公園用地の取得と潅がい設備に要する高コストであり、もう一つは公園建設が
Tramway Company自らの利益を拡大する計画であるという非難による。というのも、市中心部か
ら離れた公園へのアクセスは Tramwayを利用するしかなかったからである。
26) 1900年に創設された。メンバーはCISと婦人クラブ、アメリカ建築家協会コロラド州憲章、
芸術家クラブからそれぞれ3人の代表者と商業会議所や不動産取引所 (RealEstate Exchange) 
等の 9つの組織から最大5人までの代表者で構成される。
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27) スペアーは1855年、マサチューセッツ州マウント・ユニオン(ト10untUnion)で生まれた。
1878年、結核治療のため高地のデンバーにやって来てすぐに不動産業を始めた後、ビジネス仲間
や政治家との面識を深め、 1884年以降、政治家としての活動を開始した。いくつかのポストを経
て、 1901年に公共事業局長の地位に就いた。 1904年、黒人や人種グループ、中産階級、有力な財
政家たちの間の支持を後盾に地方自治権をもった市長として強力な権力を掌握するに至った。
28) 参考文献-1， p，'179 
29) 計画は主として3つの骨子からなる。第一に、チェリー・クリーク (CherryCleek)ブルバ
ードをシティー・パーク (City Park)、コングレス・パーク (CongressPark)、ワシントン・
パーク (WashingtonPark)の3つの公園を結ぶプルバードと連結させること。第二に、チェリー
・クリーク・ブルバードを北西のプルパイド・ Fと北のロッキーマウンテン・パークと連結する
こと。第三に、シティー・パークの東のマウンテンビュー (Mountainview)ブルバードの開発な
どである。
30) 参考文献ーし p.180 
31) チースマンはスペアーの演説を聞いた後すぐに他界してしまっている。したがって、 10万ド
ルを寄付したのは実際には彼の未亡人と娘である。
32) 参考文献ー1， p.181 
33) 向上 ， p.184 
34) 向上 ， p.187 
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